
1 

報告第１号 

平成２７年度 事業報告 
                 産業クラスター研究会オホーツク 

麻プロジェクトリーダー 舟山 秀太郎 

【麻プロジェクト】 

日 程 内     容  場    所 

8月 4日 
○はまなす財団 地域づくりシンポジウム2015 
 事務局が出席し、３月の麻シンポジウムを中心
とした取組みを報告 

札幌市 

8月20日 

○網走市産業用ヘンプ研究会セミナー 
 松井 博和 北海道大学 名誉教授、 
菊地 治己 北海道産業用大麻協会 代表理事
の講演。事務局が出席 

網走市 

8月21日 
○第２回 北海道ヘンプセミナー 
 舟山リーダーが参加 東川町 

2月19日 
○第５回北海道産業用大麻可能性検討会 
 事務局が出席し、これまでの麻プロジェクトに
関する取組みを報告。 

札幌市 

2月26日 
○講演会 「大空町ヘンプ研究会」 
 舟山麻プロジェクトリーダーが北見の現状な
ど、麻に関わる状況を報告 

大空町 

2月26日 
○麻プロジェクト会議 
 第５回北海道産業用大麻可能性検討会の報告 
 はまなす財団の支援事業について 

北見市工業技術 
センター 

 

 

【第２回北海道ヘンプセミナー】 

 

 昨年３月に北見市で開催した「麻シンポジウ

ム」の講師でもある、栃木県の麻農家である

大森由久氏による講演や、松家農園での麻

収穫作業の見学も行われた。 

 

 

【第５回北海道産業用大麻可能性検討会】 

 事務局である北海道より、平成 30年度までを期間

とする工程表の提示があり、検討会の役割が、【科

学的知見の蓄積】・【現行法を逸脱しない】・【北海

道農業の振興につながる取組み】の３点を再確認

した。 

 道総研から試験栽培、東川町からこれまでの研究

栽培、菊地代表理事からは昨年秋の仏視察、当プ

ロジェクトからこれまでの取組みについて報告。 
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産業クラスター研究会オホーツク 
幹事 門脇 武一 

【イソップコリドール】 

持続可能な地域経済社会の形成に資する緩やかな連携事業体 

  

(1) ＩＣＴ活用による精密営農システムの研究開発 
～収量センシングの開発による全体最適営農の集約～ 
☆ 独自基地局によるRTK―ＧＰＳインフラ整備 
☆ 収量センサー付帯コンバインによるトランスボーダファーミング 
 (仮想的農地集約)の研究(土壌マップ・生育マップ・収量マップ解析) 

 
           独立ＲＴＫＧＰＳ基地局整備 収量センサーコンバイン導入＆改修検証 

          
 
(2) 付加価値フードクラスター構築 
 ☆ 大豆丸ごとヨーグルト開発 
  独自乳酸菌の培養・乳酸発酵装置開発・試作品研究開発 

   

いずれも 

平成28年夏

より販売予定 
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(3) バイオマスの利活用による事業化研究 
① 地域融合フォーラム（共催） 
（環境保全型農業クラウドによる６次産業化） 

平成２８年１月２６日（火）ホテル黒部 

   

  提唱 

  農業クラウドへの誘い 門脇 武一 

   ※参加者 １１２名 

 

 

●講演Ⅰ 環境保全型農業を考える 

     北海道立総合研究機構農業研究本部 

     本部長（農博）志賀 弘行 氏 

 

●講演Ⅱ オホーツクの畑作における、 

堆肥の肥効発現  

     東京農業大学生物産業学部 

     作物生産管理学研究室 

     准教授（農博）中丸 康夫 氏 

 

 
② 事業構築 
【地域バイオマスの農業資材化技術の開発

と圃場センシングマネジメントの高度化】

～ノーステック財団との連携 

 

 

(4) 旧サロマトンネルの有効活用調査研究 
◆ 産学官プラットフォームによる活用手法研究 

 ＊ 温度・湿度経年データ集約及び農産物・発酵食品等保存調査 

           
（平成２８年５月１７日現在概況） 

＊  事業化検討･･･北見側よりのアクセス手法検討 

 ～遠軽道路により林野庁の許可のみでアクセス可能 
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 産業クラスター研究会オホーツク 

幹事 田澤 由利 
【テレワーク】 
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  産業クラスター研究会オホーツク 

幹事 有田 敏彦 
【オホーツク圏産業クラスターニーズ調査事業】 

      ～＜オホーツク水産物の利用形態＞ 
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      産業クラスター研究会オホーツク 

    幹事 根本 昌宏 

【情報提供～災害大国日本における北見型防災研究の可能性】 

 

 

 


